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今年度会長テーマ

第2405回例会 2016.6.9

ロータリーでハッピーライフ！

世界への
プレゼントに
なろう

世界への
プレゼントに
なろう

■司会：石山会員

■合唱：ロータリーソング｢我らの生業｣
◆ソングリーダー：北久保会員

■点鐘・会長報告 戸澤会長

　栗原元ガバナー補佐がご
逝去され今夜通夜に。また、
当クラブ元会員杦山佳雄さ
んが亡くなりました。心からご
冥福を申し上げます。
　日本の食について。主食
は『ご飯』です。稲が田んぼ
で実り米になり、釜か炊飯器
で炊くとご飯。稲が日本に伝わったのは2800年前の縄文時
代。中国湖南省が起源と考えられている。朝鮮半島を経
て、九州に上陸。栗やあわ、イモ類、栃の実が主流の食生
活を変えた。美味しいだけでなく栄養があり、栽培もでき、
蓄えも出来る。江戸時代300年鎖国したため独自の発達を
した。色合い重視。色と食を混ぜ合わせません。主流は、ご
飯とおかずが別々。弁当なども色合いにこだわる日本食文
化がある。日本食やお弁当が世界に広がったのは日本のア
ニメや漫画を観たり読んだりした外国人が注目してネットで
広まったそうです。お米のルーツの中国では、冷えたものは
食べる習慣が無かったためお弁当もおにぎりもありません
でした。

■昨夜の青少年交換委員会の結果、ホストファミリーは
ファーストファミリーが石山会員、セカンドが中條会員、最
後は北久保会員。皆様よろしくお願い致します。

■幹事報告 飯田幹事

在籍会員：29 名　 出席：22 名　 出席率：82.14％
前々回修正：80.77％

■出席報告 野澤厚子会員

野村会員■ニコニコＢＯＸ

■皆出席：
　田中会員（9回目）

■会員・令夫人誕生祝月：
　飯田幹事

◆戸澤会長・飯田幹事：樺澤さん、田中さん、国際大会
お疲れ様でした。本日の卓話よろしくお願い致します。
◆田中会員：樺澤さん、山本さん、写真ありがとうございま
した。卓話よろしくお願い致します。
◆石山会員：写真ありがとうございました。
●合計 18000 円　　●累計 129 万 2388 円

■委員長報告
■小町幸生パスト会長：
　元ガバナー補佐栗原さんがご逝去され今夜通夜に。ま
た、当クラブ元会員杦山佳雄さんが亡くなりました。葬儀等
にご出席のかた、ご一緒に。

■北久保次年度幹事：
石川彌八郎ガバナー補佐主催多摩分区会長・幹事研修会の
報告（6月2日）に金子次年度会長と出席。会場：石川酒造（株）
新倉・懇親会：石川家奥座敷
◎次年度上山昭二ガバナー挨拶：我々の目線に立った丁寧な
ご挨拶。伊香保での『現・新・多摩分区連絡会議』での思い
での言葉として、『こんなに真面目に研修会をしている分区
は他になく、大変素晴らしい‼』。
◎吉田建二パストガバナー（地区研修リーダー）：人生にチャレ
ンジして欲しい。プロセスを大切に。
ロータリーは楽しくありたい。会員増強のお願い。ポリオ撲滅
は最優先事項。規定審議会に絡んでの話、自治権は各クラ
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■卓話（ソウル国際大会）

■閉会点鐘：戸澤会長

■28年5月出席表
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ブに有る。一年間大変だと思うが、身体に気をつけてと激励
の言葉あり。
◎土居岩生研修サブリーダー：会長は規定審議会の手続き要
覧の資料をよく読んで下さい。
◎多摩分区石川彌八郎ガバナー補佐：多摩分区のロータリア
ンは『カントリージェントルマン』のイメージ。『多摩分区は中
央から離れた田舎、離れているからこそ見えるものが有る』：
RCへの入会についての話。人生に苦労は付き物ですが、
逃げずに向かい合ってこそ達成感や充実感となる。RCも同
じ。努力して一生懸命頑張って周囲の人から認められれば
きっと充実感が得られるでしょう。これが人生幸せに生きる
道なのです。
◎親睦指数を調べる事：在籍会員の年齢表を作成し、どの年
齢層がどうなっているかを調べる。

■野村研修委員会：
　「ロータリーの友６月号」規定審議会の項目をご一読下
さい。

■田中会員：
　５月27日東京東村山駅5時集合。10時半、成田空港発。
この日羽田空港は大韓航空機事故で閉鎖。心配された連
絡が多数。参加者14名。毎日１万歩も歩く。国際大会は素
晴らしい大会。宿泊した釜山は活気ある街。高層ビル多
数。祭りもあり賑やか。新幹線で釜山からソウルまで２時間
半。大会では、４万５千人。参加者にロータリーに誇りを
持っているのが感じられた。会場で多摩分区の人も多くい
た。米山奨学生の姜恩貞さんと歓談。東京武蔵村山ロータ
リークラブの小澤様にお礼。

■樺澤国際奉仕副委員長：
　米山奨学生姜恩貞さんを通して相互理解から少しでも両
国の親善が図れるのならばと思い参加させて頂きました。
結果的には大変に善かったと感じております。姜さんは日本
語を忘れずに楽しくお話ができ、結婚されお幸せの様子で
した。姜さんの旦那様はアラスカの登山中でお留守。参加
された会員の皆様も姜さんとお話が弾み、一緒に写真を撮
り楽しい交流ができたと思っております。そして、姜さんは、
お会いした料理店から自宅の方向が違うのに、SEOUL駅
までお見送り戴き、駅ではコーヒー一杯を飲む時間もない
位で、姜さんとお会いしてからお別れまでわずか二時間足
らず。お名残惜しくお別れしました。国際大会の開会式で、
国連事務総長潘氏がご挨拶。ポリオ撲滅のためのロータ
リーの貢献を強調された。国際大会の最終日には、スリラ
ンカが母国のＫ.Ｒ.ラビンドラン国際ロータリー会長は、11
歳の時に母上がポリオウィルスに感染、医師の診断では人
口呼吸器なしでは生きていくこともできないかもしれないと
のことでした。ラビンドラン会長の祖父はロータリーの会員
でしたが、ロータリーの仲間たちがあらゆる努力を払って、
翌日にはスリランカになかった人口呼吸器が病院に届けら
れ、そのお蔭でお母上は歩行ができるまでに回復されたと
のことで、会長は、「53年前、おそらくロータリアンによって

ポリオから命を救われた最初の一人が、私の母だったで
しょう。以来、私たちは何百万という人の命を救ってきまし
た。母の息子として、ロータリーの会長として、ロータリーが
ポリオのない世界をという永遠のプレゼントを贈る日が近
づいていることを申し上げます。」とお話になられたとのこ
とです。東京武蔵村山RCの小澤様には心よりお礼申し上
げます。

■山本地区国際奉仕委員：
　５月27日成田発JALの日本の航空機のサービスの良さ実
感。宿泊ホテルはほとんどオーシャンビューの素晴らしいロ
ケーション。歩道も綺麗。海鮮、雑貨の店並み。新鮮な生蛸
をごま油をまぶして食す珍味（ごま油が無いと大変なことに
なる）。お酒も飲む機会多かった。
　２日目。回覧の写真にある寺院内部の色鮮やかな天井
（現世を表す）。韓国の普通の食卓を戴く。６月１日は海開
き。その前夜祭で深夜２時迄どんちゃん騒ぎ。
　３日目。ソウルへ。国際会議出席。新幹線は客席の真ん
中にスクリーン。スクリーン無しのお見合いしたような座
席。夜は和風海鮮料理。
　４日目。朝。砂浜歩いたが綺麗でした。市場に並ぶ魚貝
類は大型でした。


